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徳
島
城
下
町
は
天
正

一
三
年

盆

五
八
五
）、
蜂
須
賀
氏
の
阿

波
入
府
後
、
徳
島
城
の
建
設
と

と
も
に
整
備
が
進
め
ら
れ
た
。

旧
吉
野
川
下
流
域
の
河
成
堆
積

に
よ
り
形
成
さ
れ
た
六
つ
の
島

状
の
低
位
沖
積
地
を
基
盤
に
し

た
島
普
請
に
特
徴
が
あ
る
。
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二
〇
〇
〇
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調
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調
査
地
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徳
島
城
が
構
え
ら
れ
た
島
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に
位
置
し
、
徳
島
藩
士
寺
澤
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一一五
〇
〇
石
、
後
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≡
一石
）
の
屋
敷
に
あ
た
る
。
調
査
で
は
瓦
や
陶
磁
器

を
廃
棄
し
た
土
坑
、
井
戸
、
池
を
確
認
し
て
い
る
。
池
は
調
査
地
外
に
広
が
り

全
形
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
結
晶
片
岩
の
石
組
で
護
岸
し
て
お
り
、
板
状
に

加
工
し
た
石
材
を
使
用
し
た
階
段
部
が
設
け
ら
れ
る
。
木
簡
は
、
池
の
底
部
に

堆
積
し
た
層
厚
二
〇
伽
の
植
物
質

・
炭
を
含
む
水
成
堆
積
層
か
ら
四
点
出
土
し

た
。
そ
の
他
の
出
土
遺
物
に
は
、
肥
前
系
陶
磁
器
、
京

・
信
楽
系
陶
器
、
瀬
戸

美
濃
系
陶
器
、
漆
器
椀
が
あ
り
、　
一
人
世
紀
前
半
に
投
棄
さ
れ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
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査
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置
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八
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か
れ
た
御
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前
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は
、
徳
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士
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森
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全
二
一
五
石
）、
福
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〇

〇
石
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三
澤
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０
二
〇
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屋
敷
地
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ま
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が
っ
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い
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こ
と
が
わ
か
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。

た
だ
し
、
天
明
年
間

（
一
七
八
一
―
一
七
八
九
）
に
描
か
れ
た
絵
図
に
は
森
田

・

三
澤
の
記
載
が
み
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
間
に
屋
敷
替
え
が
行
な
わ
れ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

調
査
で
は
屋
敷
界
溝
、
井
戸
、
土
坑
を
検
出
し
て
い
る
。
木
簡
は
屋
敷
地
の

境
界
に
設
け
ら
れ
た
溝
Ｓ
Ｄ
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福
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五
点
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溝
Ｓ
Ｄ
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あ
り
、
肥
前
系
陶
磁
器
、
京

・
信
楽
系
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出
土
し
、　
一
七
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紀
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半
に
人
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為
的
に
埋
め
戻
さ
れ
る
。
ま
た
、
土
坑
Ｓ
Ｋ
八
七

・
三
一
は
廃
棄
土
坑
で
あ
り
、

肥
前
系
陶
磁
器
、
京

・
信
楽
系
陶
器
、
瀬
戸
美
濃
系
陶
磁
器
が
出
土
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｋ
八
七
が
一
人
世
紀
中
葉
、
Ｓ
Ｋ
三
一
が
一
九
世
紀
後
半

・
幕
末
の
遺
構
と

考
え
ら
れ
る
。
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五
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弥
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右
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江
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家
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〇
〇
石
）
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あ
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。
二
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洲
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本
〆
役
に
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い
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い
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こ
と
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あ
り
、
洲
本
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下

（淡
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）
の
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品
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あ
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松
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節
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し
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あ
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。
年

紀
は
な
い
が
、
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弥
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で
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絞
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点
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い
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る
。
い
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荷
が
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あ
る
。
徳
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と
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②
は
護
摩
札
で
あ
る
。
宝
永

（
一
七
〇
四
―
一
七
一
こ

の
年
号
が
記
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
出
土
遺
物
の
編
年
上
、
年
代
を
限
定
す
る
有
効
な
資
料
で
あ

る
。
①
い
は
荷
札
木
簡
で
あ
る
。
米
五
半
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
福
屋

家
の
所
領
地
か
ら
年
貢
米
と
し
て
送
ら
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
徳
島

で
は
明
治
初
期
ま
で
五
半

（
一
俵
＝
六
〇
聴
）
が
基
本
単
位
と
さ
れ
た
。
こ
れ

ら
の
木
簡
は
、
近
世
徳
島
の
武
家
社
会
に
お
け
る
物
資
の
流
通
の
様
子
を
窺
い

知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

な
お
、
木
簡
の
釈
読
に
あ
た
っ
て
は
、
徳
島
市
立
徳
島
城
博
物
館
の
根
津
寿

夫
氏
に
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

（勝
浦
康
守
）
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